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久しぶりの昼例会です。残すこところ 22 日の夜

間例会が最終例会となってしましました。 

サッカーのワールドカップ「南アフリカ大会」で、

日本はカメルーンとの初戦勝利を勝ち取りました。

とりあえず、オランダと並びグループ首位です。 

今大会は、スポーツ史の新たなページを開く、アフ

リカ大陸では初の大会です。開催国の南アフリカ共

和国は、白人が 1 割、黒人が 9 割という人口構成の

中、長年続いた白人支配を打破して、全人種平等を

勝ち得てノーベル平和賞を受賞したマンデラ大統

領がおられます。そういった南アフリカで開催され

るということが、意義のあることなのかと思われま

す。 

嬉しいニュースがありました。2003 年に種子島

から打ち上げられた小惑星探査機「はやぶさ」が、

小惑星「イトカワ」（地球と火星の周辺の軌道をま

わる壊れた石の破片が集まってできたような小惑

星で日本のロケット開発の父故糸川英夫博士に因

んで命名）に着陸し、何度もの故障を乗り越えて、

地球に帰還しました。世界で初めて地球と小惑星間

の往復に成功しました。なんと、小惑星の砂を持ち

帰っているかもしれないと言うのです。世界的にみ

て大変な偉業であり、日本の技術力の高さをアピー

ルし、太陽系探査の大きな躍進です。 

そして、今年の YOSAKOI ソーラン祭りは 道北

枝幸町町の「夢想漣えさし」が大賞を受賞しました。

札幌の大賞受賞チームの 2 チームを向こうに回し

ての快挙に、心から拍手を送りたいものです。 

風土の厳しさをたくましく生きる体を、見事な表現

で演舞されていました。扇の使い方も見事で

YOSAKOI の原点に回帰し感動さえも覚えました。 

留学生のエンミは、8 月 13 日頃に新千歳空港か

ら帰国します。7 月 30 日（金）に平安閣にて送別 
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会を企画しております。フィンランドに行っていた

北山夏帆さんは、10 日頃の帰国の予定なので、エ

ンミの送別会にお呼びしようと思っています。  

7 月 10 日（金）には、ホテルさっぽろ芸文館に

て受け入れ学生の送別会と派遣学生の壮行会が行

われ、私とホストファミリーの今野さんとで一緒に

参加しようと思っています。  

本日の例会は、各理事の方から 1 年間を顧みる活

動報告です。宜しくお願い致します。  

 

 

 

● 6 月 11 日に行った 5 クラブ合同の親睦ゴルフ

大会と懇親会には、皆様からご協力頂き本当に

ありがとうございました。 

● エンミの送別会を、お世話になったホストファ

ミリーと千歳高校の先生をお招きして、7 月 30

日（金）に平安閣にて行います。 

● 先週、第 9 回理事会が行われ、次のことが議案

となりました。 

◇ 今年度末にて、多賀勲会員と大淵渡会員の 2

名の退会を承認 

◇ 市民協働委員会の井上委員長より事業収支報

告と今後の予定について報告 

◇ 次年度第 2510 地区委員の委嘱状が届いてお

例会出席状況 （2010 年 6 月 15 日） 

会員数 38 名 

会員出席者数 20 名 

欠席者数（内：無断欠席） 18（10）名 

出席率（前回例会）  52.63（47.36）％ 

ゲスト・ビジター出席者数 0 名 

出席者数総計  20 名 

会長あいさつ 

幹事報告 
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ります。 

財団学友委員会 委員長 斉藤 博司   

財団学友委員会 委員 菊池 孝 

世界社会奉仕委員会 副委員長 田口 廣    

ローターアクト委員会 副委員長 坂井 治 

クラブ奉仕委員会 委員 井上 英幸 

以上、5 名の方々宜しくお願い致します。 
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親睦活動委員会 委員長 柏田 欣也 

次回例会日に親睦ゴルフコンペを行います。 

6 月 22 日 アロハゴルフクラブ、9:00 集合、9:30

スタートです。会費は 3,000 円、プレー代は各自。 

また、夜間例会「2009-2010 年度最終例会」には

皆様の出席をお願いします！ 限りなく 100％出席

の例会となることを希望します。 

 

副幹事 佐々木 俊哉 

22 日（火）の 17:00 より、新年度の理事会を事務

局にて行います。 

 

第 2510 地区 財団学友委員会 委員長 斉藤 博司   

財団学友委員会で、6 月 5～6 日に滝川にて引継ぎ

が行われました。また、6 月 11～12 日に財団帰国

報告会に出席してきました。次年度は学友 10 周年

記念が開催されますので、ご支援よろしくお願い致

します。 

 

第 2510 地区世界社会奉仕委員会 委員 田口 廣 

今年度は、人道支援を基礎とし、水･衛星･貧困･基

本的識字教育の各事業を行いました。実施先はタイ

東北部 3340 地区、北部 3360 地区、タイ･カンボ

ジア 3350 地区、タイ東北地区 3400 地区、インド

ネシア、スリランカ、モンゴルの 6 地区の支援事業

を行いました。 

第 2510 地区からは、23 クラブがプロジェクトに

参加しました。わがクラブでは、プロジェクト名「チ

ャンマイ 両親のいない子供たちの住環境支援事業」

として、粗末な屋根のみの住居に壁を作り、屋根を

補強する人道支援を行いました。 

マッチンググラントでは、クリーンウォーター事業

で 13 の小学校と 15 の個人に実施し、来月完成の

予定です。7 月には全事業完成の報告ができます。

1 月に渡邉ガバナーと一緒に検証ツアーでタイ東北

部とメコン川の淵まで行ってきました。そこで、事

業が確実に行われていることを検証して参りまし

た。皆様の温かなご支援とご理解で、多くの子供た

ちに笑顔が生まれております。引き続きご支援頂け

ます様よろしくお願い申し上げます。 

 

 
6 月の誕生日  

山本啓子 会員（4 日） 

須藤 丈 会員（6 日） 

千葉雄二 会員（10 日） 

今井章夫 会員（11 日） 各委員会報告･連絡 

彦坂忠人 会員（30 日） 
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ニコニコ箱委員会 副委員長 長手 英記 

田口 廣会員：長泉 RC25 周年ツアーでは皆様にご

迷惑をおかけしました。馬の業界は 5 月と 6 月が一

番忙しく、どうしても馬が優先となり例会を休会す

ることもありますが、ご了承ください。 

今年のダービーも終わりまして、うちの馬がなんと

4 着という実績。これは鼻高々なのですが本当に頑

張ってくれました。 

今井章夫会員：63 歳になりました 

須藤 丈会員：52 歳になりました。お祝いありがと

うございます。 

彦坂忠人会員：私は 62 歳です。 

佐々木俊哉会員：5 クラブ合同親睦会は知人の不幸

があり欠席せざるをえませんでした。 

高塚信和会員：地区誌を見ましたら表彰を受けてい

る私の写真をみつけました 

坂井 治会員：私も地区誌に載っていました。 

井上英幸会員：私もです。 

斉藤博司会員：私も載っていました。 

 

 

 

担当 幹事 大野 馮 

「各理事から今年度活動報告」 

 

会長 高塚 信和 

今年度は多忙な日程の中で、次の記念事業を推進し、

輝かしい創立 20 周年に向け行ってきました。 

1. 緑化推進事業 

支笏湖周辺･復興の森、JR 千歳駅前“友好のサ

クラ”と指宿公園内“さくら”の育成管理。 

2. エコプロジェクト 

アイドリング･ストップ啓発事業、エコキャッ

プ回収事業 

3. 児童育成「自耕体験ふれあい農園」 

4. 市民協働事業「ちとせグルメ」 

5. 国際青少年交換事業（交換留学生） 

フィンランド派からエンミ･セッパラが来千し、

ホームスティによる支援を実施 

6. 世界社会奉仕（WCS）事業 

「両親のいない子供たちの住環境支援事業」タ

イのノンカイ、チャンマイで実施 

7. 大型募金箱設置事業（新千歳空港国際ターミナ

ルビル内）出発･到着ロビーに各一基設置 

8. 「米山文庫こども図書館」（旧米山梅吉記念館）

にからくり時計を寄贈 

9. 財団法人米山記念館に運営基金寄贈 
ニコニコＢＯＸ  

会長エレクト 坂井 治 

今年度は次の４つの項目を掲げて活動して参りま

した。 

1. 会長を補佐しクラブの活性化に努める  

2. 創立 20 周年を成功させるための準備  

3. 千歳ローターアクトクラブとの連携の強化  

4. アイドリング・ストップの市条例化に向けての

準備 

1～3.についてはおおむね予定通り進展したと思わ

れます。4.の条例化に向けてと言う部分については

少し難点が多く、進展は少なかったと思われますが、

千歳市の担当部門との接触も行い、徐々に助走に入

りつつあると思われます。 

 

副会長 羽芝 涼一 

会長の補佐役として 1 年間スムーズにホローでき

なかったことで、会長には大変申し訳なく思ってお

ります。メンバーの皆様と楽しく明るく元気良く、

例会出席できたかなと思っています。 

残念なことは、チャーターメンバーの多賀会員が、

奥様の突然のアクシデントにより退会を余儀なく

されたことが、本当に残念でなりません。私どもも

何時アクシデントが起きてもおかしくない年代に

なりましたので、皆様共々気をつけて、また 1 年間

ロータリー活動を楽しみましょう。 

本日のプログラム 

1 年間のご協力、誠にありがとうございました。 

 

直前会長 井上 英幸 

高塚会長、2 回目の会長のお役目お疲れ様でした。 

私も直前会長として側面よりサポートさせて頂き

ました。20 周年を直前に控え、何かと大変な 1 年

間でありました。C.L.P の導入も当クラブでは形に

 



RI 第 2510 地区 千歳セントラルロータリークラブ 会報     2010 年 6 月 15 日（第 44 回例会）   会報第 927 号 

なってきた気がします。しかし、例会時の出席人数

もまだまだ少なく、会員数も増えてきていません。

会員数が減少するということは、世の中が、また地

域が衰退してきている時だと思います。今、当市に

おいても発展の途中であり RC の役割はまだまだあ

ると考えます。20 年 30 年と当クラブが求められる

そんなクラブづくりに、これからも努力していきた

いと思います。 

 

幹事（クラブ広報委員会 委員長）大野 馮 

本年度は、高塚会長の強いリーダーシップの下、ク

ラブ活性化、創立 20 周年記念に向けた活動など、

躍動の 1 年となりました。 

知力･気力･体力ともに減衰気味の中で、何とか年度

終了となりましたが、これもひとえに会員の皆様の

多大なるご支援とご協力の賜物と感謝申し上げま

す。会報･広報の武田伸也委員長の卓越した手腕と

技術と努力により、クラブ会報、及び情報などが迅

速に発信発行可能となり、改善が進みましたことを

嬉しく思います。 

 

副幹事 佐々木 俊哉 

副幹事として大野幹事の補佐を、更に次年度の幹事

としての重要な年度でしたが、自身の活動内容は不

十分であり、高塚会長をはじめとした各役員の方々

に大変ご迷惑をお掛けいたしました。 

一番の問題は仕事の都合で欠席が多く、多くの行事

に参加できませんでした。が、しかし今までとは違

った観念で各行事等に参画できた一面もあります。

ロータリアンとして、まだまだ不十分でありますが、

次年度は微力ながら坂井会長を支えたいと考えて

おります。20 周年記念という大きなイベントが行

われる年度です。どうか会員の皆様のご指導ご鞭撻

をあらためてお願い申し上げます。 

 

会計（奉仕プロジェクト委員会 委員長）土居 栄治 

本年度はチャレンジ精神をモットーに地域社会に

根ざした活動を展開して参りました。 
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は、9 月 5 日に兵庫県西部北部豪雨災害

「情熱・緑・そして汗をかこう！」を合言葉にそれ

ぞれの事業を行いました。 

1. 緑化推進事業 

「支笏湖周辺･復興の森づくり」では、下草刈

作業を 7 月 28 日、観察会 9 月 29 日実施。緑

化による地球温暖化防止対策に貢献し森林の

おいしい空気を味わいました。 

2. エコプロジェクト事業 

「アイドリング・ストップ運動」 

9 月 8 日、第 3 回アイドリング・ストップ街頭

啓発を本町交差点にて啓発グッズ約 300 セッ

トを配布。 

「エコキャップの回収事業」 

愛キャップ回収運動に賛同し、千歳市社会福祉

協議会へ 50 数キログラムのエコキャップを持

参。（3 月 25 日） 

3. 児童育成「自耕ふれあい農園」 

会員一人ひとりが農作物と直接ふれあいなが

ら、会員相互の親睦を深めました。去年は 9 月

25 日に最終作業、今年は 4 月 27 日に作業が

始まりました。 

4. 「清掃活動」 

8 月 11 日、4 月 6 日に、メンバーがごみ袋と

火バサミを手にクリーン作戦を実施。 

5. 2 月 9 日、第 2510 地区の社会奉仕活動の現状

と課題を題材に資料ビデオ視聴。 

6. 国際青少年交換事業 

フィンランドよりエンミ･セッパラが無事到着。

受け入れ学校し千歳高校、ホストファミリー 

北山宅、坂井宅、高塚宅、今野宅にご協力を頂

きました。 

7. 千歳ローターアクトクラブと交流･協働事業 

・ 8 月 21 日、夏祭り盆踊り会場売店出展手伝い

を実施。 

・ 10 月 17 日協働事業として、市民文化センタ

ーで開催された「環境フェアー in CHITOSE」

に、アイドリング･ストップ運動、緑化推進事

業、清掃奉仕活動、ふれあい農園、愛キャッ

プ回収運動、その他自然環境保全に関するク

ラブ活動報告、資料映像などブース展示。 

8. 新世代委員会は、卓話「新世代とともに」（10

月 27 日）、「千歳ローターアクトクラブの現況」

（1 月 26 日）実施。 

9. 環境問題の卓話として、千歳市民環境課計画係 

林博樹様「国の温暖化防止キャンペーンについ

て」、ISO 係 小野寺康広様「千歳市の環境マネ

ジメントシステムについて」を実施。（1 月 19

日） 

10. 秋の交通安全運動街頭啓発「セーフティコール」

（9 月 24 日）、春（4 月 12 日）に参加。 

11. 会計で

義援金、及び台湾台風災害義援金、1 月 26 日

にハイチ地震災害義援金、2 月 9 日にそらプチ

キッズ支援金、4 月 13 日にチリ大地震災害義

援金など、会員皆様にご協力頂きました。感謝

致します。 
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今年度最後の「ほろ酔いボックス」

立２０周年記念実行委員会 委員長 入口 博美 

業は、大きな節目を重ん

かれる前においては、他人任せの感が

あり

ませんが、内容はオ

次回夜間例会は、  

を行いますので、よろしくご協力お願い致します。 

以上、会員皆様には事業への参加、ご協力頂きまし

7 月 6 日 

通常例会「クラブ協議会/会長、副会長、幹事

の指針発表」 

[担当/坂井会長、彦坂副会長、佐々木幹事、4

大奉仕委員長] 

7 月 13 日 

通常例会「ふれあい農園」※例会後、現地に移

動し作業実施 [担当/ふれあい農園実行委員

会(今井委員長･清水副委員長)] 

7 月 20 日 

★夜間例会「ザ･テラス」 

[担当/親睦活動委員会(柏田委員長･手島副委

員長)] 

7 月 27 日 
通常例会「ガバナー公式訪問」 

[担当/坂井会長、佐々木幹事] 

8 月 3 日 
通常例会「クラブ協議会」 

[担当/佐々木幹事] 

8 月 10 日 

通常例会「ふれあい農園」※例会後、現地に移

動し作業実施 [担当/ふれあい農園実行委員

会(今井委員長･清水副委員長)] 

8 月 17 日 

★夜間例会｢未定｣ 

[担当/親睦活動委員会(柏田委員長･手島副委

員長)] 

8 月 24 日 

通常例会「ふれあい農園」※例会後、現地に移

動し作業実施 [担当/ふれあい農園実行委員

会(今井委員長･清水副委員長)] 

8 月 31 日 ●休会（月末） 

9 月 7 日 

通常例会「クラブ協議会/創立 20 周年につい

て｣ [担当/佐々木幹事、創立 20 周年実行委員

会(入口委員長)] 

9 月 12 日 

創立 20 周年記念式典･祝賀会 

受付/15:30 式典/16:00-16:45 

祝賀会/17:00-18:45 会場/ホテル日航千歳 

9 月 14 日 ●9 月 12 日に振替 

9 月 21 日 
通常例会「例会の在り方についてアンケート調

査」[担当/佐々木幹事] 

9 月 28 日 

移動例会「支笏湖周辺･復興の森」 

[担当/緑化推進事業実行委員会(佐々木俊英委

員長･佐々木俊哉副実行委員長)] 

今後の例会･事業日程

て、ありがとうございました。 

 

創

二十歳の集いとなる記念行事の責任者として任命

され光栄でありました。 

どの組織においても周年事

じそしてこれからの躍進を願って実施するものと

思います。 

この立場に置

ありましたが、今年度は他クラブの周年事業がどの

ように行われているのかを注視するようになり、参

考となる内容はないか、参考事項をどう組み込んで

いくかを考えて来た 1 年間のような気がします。 

今回の計画に当たっては、人任せでいた自分の反省

点を生かし「全員参加・行動で！」をスローガンに

スタートし、担当委員長にご苦労をお掛けすること

になりますが、担作業を明確にさせて頂きます。 

まだ企画の段階、行動にはまだ若干の余裕がありま

すが、そろそろスタートの時期となります。 

20 周年記念事業を終わらせることが目的では

ません。これを契機に会員一同が更にロータリー活

動の意識レベルを高く、躍進できる場であって欲し

いと、願うものであります。 

まだ企画の全貌が確定しており

ーソドックスな流れであっても、「さすが千歳セン

トラル！」と言いわれるような内容にしたいと意気

込みでおります。どうかご協力をお願い致します。 

終わりに、各担当委員長さんは所属委員に声かけを

重点にして頂き、いろいろな意見を求めて下されば、

スローガン「全員参加・行動で！」が達成できるも

のと思います。よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 


